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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちみんなのコードは、「全ての子どもがプログラミングを楽しむ国にする」というミッションを掲げています。
これに込めている思いを詳しく解説させていただくと、
「全ての子ども」を対象にしたのは、今後の社会を担う子どもたちに幅広く広げていくことが社会全体の底上げやプログラミング層を厚くすることにつながると考えるためです。こちらについては、次のスライドでもう少し詳しくご説明させていただきます。
「プログラミングを楽しむ」というのは、「プログラミングは楽しい」というのが大前提にくるべきだと考えて活動するということです。というのも、小学校段階でのプログラミング教育は、プログラマーの養成というよりも、プログラミング的思考の育成や「プログラミングって楽しいんだ」と知ってもらう興味喚起をメインとしています。そのため、2020年度には全国の小学校でプログラミング教育が必修化されますが、そのときにプログラミング嫌いの子どもをつくる教育ではなく、プログラミングを楽しいと感じられるような教育を目指しています。
「国にする」とは、日本全国に広めたいという思いを持っているということです。現在、プログラミング教育にご熱心な先生方や先進的な事例、義務教育のあとに興味を持った子どもたちの受け皿となるプログラミングスクールなどは、その大部分が首都圏に集中しています。子どもたちの住んでいる地域に関係なく全国に楽しいプログラミング教育を広めることをミッションとしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、ではなぜ私たちが「すべてのこども」を強調しているのかということですが、これは、社会全体の層を厚くしたいと考えているからです。
というのも、現状に対して今後テクノロジーで世界をリードする人々を増やしていくためには、今興味を持っている人の中から選抜して伸ばすより、まず裾野を広げてから全体を伸ばすほうがより効果があるためです。
サッカーにたとえると、サッカーって競技人口が全世界で2億人以上いるんですね。そのたくさんいる中から「もっとやりたい！うまくなりたい！」という人が10％もいると2000万人になって、プロになって活躍して、「◯◯選手みたいになりたい！」というファンがまた増えるというサイクルが生まれます。
プログラミングもゆくゆくはそういう風になるといいなと思い、裾野を広げる活動を行なっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこでみんなのコードでは、2020年度からのプログラミング教育必修化が正しく楽しく展開されるような環境を作ることとそのための現場支援に注力しています。
具体的には、みんなのコードが直接子どもたちに授業を行うのではなく、一般の先生方のサポートを行います。
というのも、私たちが子どもたちに直接教えようとすると、1回の授業でだいたい1クラス30人の子どもたちにアプローチするのが限界です。その一方で、1回の研修会でだいたい20人くらいの先生方をサポートをした場合、それぞれの先生が自分のクラス30人に授業をすれば、600人の子どもたちにアプローチすることができます。また、その先生方が次の年も児童に教えたり、自分の学校の他の先生に教えたりすると、その広がりは非常に大きくなります。
そのため、私たちは教員や校長先生、教育委員会などの学校関係者をメインターゲットとして活動しています。

この活動をすることによって、日本全国すべての子どもたちにプログラミング教育を届けることができると信じています。また、学校の先生方は「小学生に教える」ことのプロなので、プログラミングの考え方や進め方さえ理解してしまえば、私たちよりはるかに上手く子どもたちに教えてくれます。

ただ、一方で課題もあって、それは、全国にいる40万人の先生方が楽しいプログラミング教育を等しく行うことができる状態に持っていくにはいろいろな障害があるということです。卒業してしまうともうなかなか行く機会ってないと思うのですが、小学校って、社会がITであふれて技術がどんどん進歩しても、昔と全く変わらないんですよね。黒板に机、ノートとか。そこで働いている先生方の多くも同じで、ITを使うことがほとんどないから今でも電話にFAXが当たり前という状況です。そのため、ITへの関心やリテラシーが普通の社会人に比べて一般的には低いので、プログラミングを理解してもらうのも一苦労なんです。
こういった課題を解決し、全国にプログラミング教育を広めていくための活動に、今まさに取り組みはじめているところです。詳しい取組についてはあとのスライドでご紹介させていただきますね。
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http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2018/03/30/1403162_01.pdf
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
信号機なんかはもっと単純で、今日やった「くりかえし」ブロックの中に、「赤、青、黄色」が入っているだけです。
皆さんは今日、信号機を作るためのプログラミングを完璧に習得したことになります！
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では今度は、皆さんのプログラマーという目線でもう一度身の回りのコンピューターについて考えてみましょう！
実は自動販売機も、頭にあるように今日やったブロックの組み合わせ動いています。
※ スライドの図を説明する
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